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教材研究ノート№9-A-11























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・問題の数量の関係をとらえて立式する方法を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・自然数の和について成り立つ性質を予想し，文字式を用いて説明したり，式の意味を読んだりする学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・説明をふり返って，新たな性質を見いだすことは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・因数分解や展開により，必要な形に式変形する学習をしている。








≪学習問題≫


連続した2つの奇数について，大きい数の2乗から小さい方の数の2乗をひきましょう。　　どんなことがわかるでしょうか。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








� EMBED Equation.3  ���＝□


� EMBED Equation.3  ���＝□


� EMBED Equation.3  ���＝□





･･･





②見通し:8，16，24･･･と，必ず8の倍数になりそうだ。


→連続した2つの奇数を文字式に表せば説明できそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには








②学習課題:連続した2つの奇数を文字式に表して，必ず8の倍数になることを説明しよう。


仕方を，計算や図を使って





③個人追究:式を使って追究し，説明を考える。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの説明にも共通していることは何だろう？」


→「8×(自然数)の形に式変形して説明している。」





④共同追究後半（思考を深める）


「『8の倍数になる』以外に説明できることはないだろうか？」


→「8ｎ＝4×2ｎ，8ｎ＋8＝4×(2ｎ＋2)と変形すれば，真ん中の偶数の4倍になることもいえる。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・8×(自然数)に直すことで，8の倍数になることを説明できた。


・式をさらに変形したり，読み方を変えたりすることで，新たな性質を見つけ出せることもある。





⑥定着･活用問題


学習問題の「奇数」を「偶数」に変えると，どんなことがわかるでしょうか。また，そのことを証明しなさい。


（連続した2つの偶数について，大きい数の2乗から小さい方の数の2乗をひきましょう。どんなことがわかるでしょうか。）





� EMBED Equation.3  ���＝□


� EMBED Equation.3  ���＝□


� EMBED Equation.3  ���＝□





･･･





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・生徒たち自身が見いだした予想を自分たちで確かめるという意識を大切にするために，予想の場面を丁寧に扱いたい。


・いくつかの予想（8の倍数，真ん中の数の4倍等）が示された場合は，説明したい予想を選ばせ，それぞれの説明を比較検討しながら，示したい結論につながるように適切な式変形をする必要性に気づかせるとよい。





【板書計画】
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